
　平成２８年熊本地震から５年近くが経とう
としています。突然の惨事で最愛の方を失
われた方々のお気持ちを思うと、今なお哀
措の念に堪えません。
　ここに改めまして、犠牲になられた方々
とそのご遺族へ謹んで哀悼の誠を捧げます
とともに、被災された皆様へ心からお見舞
いを申し上げます。
　発災直後から、今もなお復旧・復興にあ
たられている関係者の皆様方、ボランティ
アの皆様方、心のこもった支援物資のご提
供や炊き出し、多大な義損金などのご支援・
ご協力を賜りましたことに、衷心より深謝
申し上げます。
　顧みますと２０１６（平成２８） 年４月１４日の
前震に続く１６日未明の本震は、震度６弱と
いう誰もが経験したことのない激しい揺れ
が私たちの故郷を襲いました。停電で真っ
暗闇の中、無我夢中で力を振り絞り倒壊寸
前の住居から抜け出された方、引き続き
襲ってくる強い余震を恐れ、着の身着のま
ま寒空の中、夜を過ごされた方、皆様方の
ご心労は計り知れないものがあったと推察
します。
　夜明けの空が白々となるにつれ被害の甚
大さに驚愕。道路の寸断や上下水道の破損、
停電、そして、多数の家屋の倒壊、山々や
農地に入った地割れ、外輪壁の崩落、さら
には、これまで幾多の災害と苦難を乗り越
えてきた歴史のシンボルともいえる阿蘇神
社の楼門や拝殿の倒壊等々、地震災害の恐
怖を思い知らされました。
　このような中、本市は発災直後から速や

かな復旧・復興を確実に進め、被災された
方々が一日も早く普段の生活に戻れるよう
生活再建などに全力で取り組んでまいりま
した。
　その姿として、未来につながる国道５７号
北側復旧ルートと現道の国道５７号、豊肥本
線が全線開通しました。交通アクセスが飛
躍的に進展したことは、命の道（市民生活、
地域振興、農林畜産、観光・商工業など）
として、併せて、「農」を含む大地の復活
は、全てに活力を与え、力強い発展・躍進
につながるものと確信しています。
　こうした与えられた試練を風化させては
ならず、発災から今日までの復旧・復興へ
の取り組み状況、震災で直面した課題や脅
威・恐怖から得た教訓を未来永劫にわたり
次世代へ継承し、災害を未然に防ぐ指針と
して本記録誌を制作しました。
　私達は、熊本地震の辛苦を決して忘れる
ことなく、感謝を胸に刻み、これからも防
災・減災、危機管理に全力で取り組み、安
心・安全な阿蘇市を市民の皆様方と心を一
つにつくってまいります。
　結びに、本誌の制作にあたり、インタ
ビュー取材や資料のご提供など多大なご協
力をいただきました方々に御礼申し上げ、
本誌が将来にわたり皆様方の防災・減災対
策のお役に立つことを願い、発刊にあたっ
ての挨拶といたします。

２０２１（令和３）年 ２月

発刊に寄せて

阿蘇市長



▼震度３以上の最大震度別地震回数（平成２８年４月１４日～５月１５日）４月１４日 ２１時２６分前震

■震央地名　熊本県熊本地方
■発生場所
　　緯度経度　北緯３２度４４.５分、
　　　　　　　東経１３０度４８.５分
　　深さ　　　深さ１１km
■規模（マグニチュード）　６.５
■最大震度（熊本県益城町）　７
　　　　　（阿蘇市）　５弱

前震時の各地域の主な震度（１４日２１時２６分ごろ）

本震以降に発生した主な地震

※平成２８年１２月１６日気象庁発表資料を基に作成

４月１６日 ０１時２５分本震

■震央地名　熊本県熊本地方
■発生場所
　　緯度経度　北緯３２度４５.２分、
　　　　　　　東経１３０度４５.７分
　　深さ　　　深さ１２km
■規模（マグニチュード）　７.３
■最大震度（熊本県益城町、西原村）　７
　　　　　（阿蘇市）　６弱

▼避難者数（平成２８年４月１５日～５月１６日）

平成２８（２０１６）年 
熊本地震 地 震 の 概 要

鉄筋コンクリート５階建ての宇土市役所も大きな被害を受けた

九州自動車道上に崩落した県道の陸橋

山腹が崩壊し阿蘇大橋も落橋した

甚大な被害を受けた熊本城天守閣
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写真で見る被害状況 一 の 宮 エ リ ア

【停　電】 ４月１４日：１６,７００戸／１６日：４７６,６００戸（１５,８００戸）（経済産業省調べ）

【ガス供給停止】 １００,８８４戸（ー）（経済産業省調べ）

【断　水】 県内２１市町村 ４３２,４５７戸（１０,７００戸）（厚生労働省調べ）

ライフライン被害　※最大被害戸数

※�熊本県「平成２８（２０１６）年熊本地震等に係る被害状況に
ついて」【第３０８報】より　（　）は阿蘇市の被害状況

合計 １９８,６０６棟（２,５８９棟）

住家被害状況

８,６４２棟（１１８棟）

３４,３９３棟（８６１棟）

１５５,１７７棟（１,６１０棟）

３９４棟（ー）

①全壊

②半壊

③一部破損

④�６月１９日から６月２５日に発
生した被害のうち熊本地震と
の関連性が認められたもの

①

②

③

④

死者 ２７３人（２１人※うち１人は他自治体での直接死を含む）

人的被害

①警察が検視により確認している死者数

②�市町村において災害弔慰金の支給等に
関する法律に基づき災害が原因で死亡
したものと認められたもの

③�６月１９日から２５日に発生した豪雨に
よる被害のうち熊本地震との関連が認
められた死者数

５０人（ー）

２１８人（２０人）

５人（ー）

①

②

③

熊 本 県 内 の 被 害 状 況

崩壊した阿蘇神社の楼門

倒壊した家屋（宮地）

段差ができた片隅橋（中通） 土砂崩れ（中通）

依頼件数　４０市町村　２１４,５５４件（２,５８９件）

交付件数　４０市町村　２１３,７５８件（２,５８９件）

罹災証明書の交付申請受付件数等の状況（令和２年１２月１１日現在）
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阿 蘇 エ リ ア

大規模な陥没により道路、用水路、農地が被害を受けた（的石）

大きな亀裂が入ったかぶと岩展望所

約１.５メートル陥没した県道内牧停車場線農道の陥没（道尻）

波 野 エ リ ア

道路の亀裂（小園）

山肌からの巨大な落石（小園）

崩れた畦（小園）
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熊本地震 タイムログ
日 阿蘇市の動き 熊本地震の被害状況
４月

１４日㈭
２１：２６ 熊本地方を震源とする最大震度７の地震発生

（阿蘇市で震度５弱）
２１：２６ 前震　マグニチュード６.５

最大震度７の地震発生（後日、気象庁が前震と発表）
２１：４５ 阿蘇市災害対策本部を設置 ２１：５８ 熊本市中央区下通でビルの外壁が散乱
２１：４５ 全職員に参集メール配信 ２２：０７ 熊本県熊本地方に震度６弱の余震
２２：１０ 災害対策本部会議 ２２：４０ 蒲島郁夫県知事が自衛隊に災害派遣を要請
２3：００ 災害対策本部会議 ２3：００ 熊本城で櫨方門脇の石垣が崩れているのが見

つかる２3：２3 避難所開設（本庁、内牧支所、波野支所）
２3：3０ 管内で道路通行止め４カ所 ２3：２０ 政府が地震非常災害対策本部の第１回本部会議

　 阿蘇青少年交流の家付近で土砂崩れ
２3：５０ 自衛隊到着

１５日㈮ 自主避難所開設（３カ所）
０：００ 災害対策本部会議 ０：０3 熊本県熊本地方に震度６強の余震。益城町役

場前の避難者から悲鳴１：００ 災害対策本部会議
２：3０ 災害対策本部会議 3：４６ 崩れ落ちた住宅から生後８カ月の赤ちゃん救出
７：００ 災害対策本部会議 ６：２７ 県警が「９人の死亡を確認」と発表
７：２０ 各区長へ被害状況確認 ６：４3 熊本城天守閣の屋根瓦が崩れているのを上空

のヘリから確認管内被害状況の確認
情報収集

８：５５ 避難所閉鎖 １０：3０ 気象庁が「平成２８年（２０１６年）熊本地震」と命
名したと発表

１１：3０ 熊本市が緊急節水警報
２２時すぎ 益城町の担当者が報道陣に向け現状報告。「２１

時時点で、町内７カ所の避難所に１８９０人以上が
避難していると把握している」

１６日㈯ １：２５ 阿蘇市で震度６弱を記録
市内のほぼ全域で停電発生

１：２５ 本震　マグニチュード７.３
南阿蘇村や菊池市、宇土市、大津町、嘉島町、
宇城市、合志市、熊本市で震度６強の地震
（後日、益城町と西原村で震度７と判明）

市職員自主参集
防災行政無線による避難の呼びかけ
市役所庁舎前に災害対策本部を設置 １：２５ 南阿蘇村の女性（当時６０歳）が同村の黒川に

架かる阿蘇大橋が崩れるのを目撃情報収集
１：２５ 宇土市役所が半壊
１：3０ 菊池市が市内全域の１万８６８８世帯に避難指示
１：４５ 熊本県熊本地方に震度６弱の余震

3：０3 阿蘇市で震度５強の地震 ２：２０ 俵山トンネル崩落との情報
3：４０ 自衛隊派遣要請 ２：４０ 西原村小森で３人生き埋めとの情報
3：５５ 阿蘇市で震度５強の地震 3：５５ 熊本県阿蘇地方に震度６強の余震
４：００ 熊本県に先遣隊の派遣要請 ４：3９ 八代市松崎町のアパート火災で死者１人を確認
４：５０ 市内各所から被害報告続々 ４：５０ 南阿蘇村河陽地区で「多数の家屋倒壊やがけ崩

れで複数が生き埋めになっているもよう」との情報夜明けとともに地区ごとに職員を班編成し、管内の
被害状況を確認（調査） ４：５５ 西原村の大切畑ダム堤防から大量に漏水し、村

が住民に避難指示
５：3９ 大津営業所からの送電で７６００戸が停電との報告 ５：５０ 嘉島町で家屋全壊が相次ぎ、２人が心肺停止
６：００ 災害対策本部会議 ６：3０ 八代市松江城町の八代城跡の石垣が高さ約３

メートル、幅約２メートルにわたり崩れているのを
市職員が発見

７：3０ 気象庁は会見で「１６日午前１時２５分発生の地
震が、今回の一連の地震活動の本震」と発表

９：００ 災害対策本部会議 ９：４８ 熊本県熊本地方に震度６弱の余震
１１：４０ 石垣の崩壊が相次いだ熊本城。飯田丸五階櫓

は今にもずり落ちそうな状態

日 阿蘇市の動き 熊本地震の被害状況
４月

１６日㈯
１４：００ 指定避難所開設（一の宮小・内牧支所・農村環境改善

センター・阿蘇西小・波野保健福祉センター・阿蘇中）
１２：５０ 断水が続く熊本市で、市役所前に給水車

各避難所および医療機関への給水開始 １５：４５ 八代市などで避難勧告
１６：４１ 避難勧告（１５地区／古城４区、古城７区、片隅、車

帰、狩尾１区、狩尾２区、狩尾３区、跡ケ瀬、的石、小
池、小倉、西小倉、山田、原の口、鷲の石　避難所／
一の宮中、阿蘇中、阿蘇小、阿蘇西小、農村環境改
善センター、波野保健福祉センター）

１７：００ 災害対策本部会議
１８：０９ 避難勧告（西小園）
１８：3２ 暴風警報発表
１９：５７ 避難勧告（１８地区／古城１区、古城２区、古城３の１

区、古城３の２区、古城５の１区、古城５の２区、古城６
区、古閑、神石、馬場、豆札、福岡、内牧１区、内牧５
区、南宮原、湯浦、西湯浦、折戸）

２０：００ 本庁をはじめ、市内１３カ所に高圧発電機車配置 ２０：５５ 県警によると、新たに３２人の死亡を確認。１４日
夜以降の死者は計４１人に２１：3０ 大雨警報発表（暴風警報継続）

１７日㈰ ６：１０ 大雨警報解除（暴風警報解除） 朝までに県内の避難者は８５５カ所で約１８万３０００人
自衛隊による指定避難所などへの給水開始
（５月１０日まで）

９：００ 災害対策本部会議
※以降、４月１７日から５月１２日まで１日２回（９時と１７時）
災害対策本部会議を開催。５月１２日以降は１日１回開催

管内の被害状況調査
自衛隊による指定避難所などへの配食開始
（５月２日まで）

１５：００ 全ての避難勧告解除 １８時前 南阿蘇村立野の土砂崩れ現場から救助した女
性１人の死亡確認１７：００ 災害対策本部会議

保育園・幼稚園の臨時休園（１８日～２０日）を決定 ２１時現在 マグニチュード３.５以上の余震発生回数が２００４
年の新潟県中越地震を上回り過去最多に

１８日㈪ １２：００ 二重峠から大津町までの迂回路（ミルクロード）が
通行可能になる

２０：４１ 阿蘇市で震度５強の地震 ２０：４１ 産山村で震度５強、南阿蘇村などで震度５弱
２3：２７ 避難指示（４地区／西小園、西湯浦、湯浦、南宮原） 南阿蘇村で２人の死亡を確認。１４日以降の県内

の死者は計４４人に
車中泊していた熊本市の５０代女性がエコノミー
クラス症候群で死亡
米軍のオスプレイ２機が南阿蘇村に救援物資輸
送。初の災害支援

１９日㈫ ７：４２ 避難勧告（５地区／古城１区、古城２区、古城３の１区、
古城３の２区、古城４区）

南阿蘇村で新たに３人の死亡確認。１４日以降の
県内の死者は計４７人に

９：００ 災害ごみ仮置き場設置（未来館横、阿蘇体育館
横、阿蘇畜協跡地、波野グラウンド）

熊本空港で国内線の運航を一部再開

１４：５０ 避難勧告（５地区／古城５の１区、古城５の２区、古城
６区、古城７区、片隅） １７：５２ 八代市で震度５強の余震

２０日㈬ ８：００ 避難指示区域（西小園、西湯浦、湯浦、南宮原）の
一時立ち入り許可

南阿蘇村で１人の死亡を確認、死者は計４８人に
九州新幹線は新水俣―鹿児島中央間で６日ぶ
りに運転再開保育園・幼稚園の２３日まで全園休園延長を決定

１９：１０ 高圧発電機車により阿蘇山上を除き停電解消
２１日㈭ 3：０８ 暴風警報発表 １４日の前震から１週間。県内に強雨、一時、益城

町などで計１１万７２８７世帯・２９万４４４６人に避
難指示や勧告

８：０１ 大雨警報発表
９：５０ 避難勧告（６地区／狩尾１区、狩尾２区、狩尾３区、車

帰、跡ケ瀬、的石）
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阿蘇市の
被害状況

　熊本県に甚大な被害をもたらした平成２８年熊
本地震。４月１４日の前震に続き、１６日には最大震
度７の本震が故郷・熊本の景色を一変させた。
　阿蘇市でも、１４日の前震時には震度５弱の強震
に見舞われ、１６日の本震時には震度６弱の烈震に
襲われたことにより、２１人（うち１人は他自治体
での直接死を含む）の尊い命が奪われ、負傷者は
１０７人（うち重症者９人、軽症者９８人）に上った。
震度５クラスの大きな余震が幾度となく襲い、家
屋や山腹崩壊、道路・橋りょうの寸断、停電や断
水が相次いだ。加えて、阿蘇市全エリアで電話が
一時つながりにくくなり、被害情報収集の遅れや
混乱が生じた。
　阿蘇市役所では前震・本震時ともに全職員が緊
急参集し、情報収集や避難者対応などにあたり、
本庁舎玄関前に災害対策本部を立ち上げた。また、
防災行政無線を使い市民に屋外の安全な場所への
避難を呼び掛け、職員は市役所への緊急参集の道
すがら、自ら居住する地域の道路状況を確認する
ことで、避難所までの安全なルートの確保を急い
だ。ちなみに、防災行政無線の使用は「市役所が
きちんと機能している」ことを市中に伝えること
によって、市民に安心感を持ってもらえるように
との意図も含まれていた。
　激動の一夜が明け、辺りが白み始めると、地震
の凄まじさを物語る被害の全容が徐々に明らかに
なってきた。災害対策本部に寄せられる被害の情
報は予想を遥かに超え、膨大な件数に達した。阿
蘇山上付近の県道阿蘇吉田線はアスファルトの道
路がめくれ上がり、原形をとどめないほどに崩落。
国の名勝および天然記念物に指定されている米塚
は、山肌の各所に亀裂が入った。狩尾地区や跡ケ瀬
地区の農地には断層と思われる地表のずれが発生
し、深さ最大３メートルの亀裂や幅３０メートルの
陥没が生じるなど、大きな爪痕を残した。かぶと
岩展望所はあずまやの柱が傾き、山の土肌が痛々
しい剥き出しの状態に。波野小園地区では直径１
メートルを超える巨岩が落下し道路をふさいだ。
　阿蘇市民にとって最大の衝撃は、心のよりどこ
ろであり生活の中心である阿蘇神社の変わり果て
た姿である。「日本三大楼門」の楼門や拝殿が壊

滅的な被害を受けた光景は、受け入れがたいほど
の深刻さを呈していた。「阿蘇神社が私たちの身
代わりになってくれた」と人々は口々にしたもの
の、その後の復旧・復興への道が険しいものにな
るということは誰の目にも明らかだった。

　住家被害

　震度５弱と震度６弱、そして震度５レベルの余震
に幾度となく襲われた阿蘇市。激震は住み慣れた
我が家に容赦なく襲いかかり、被害を受けた住家
は２５８９棟に上った。内訳は全壊１１８棟、大規模半
壊９６棟、半壊７６５棟、一部損壊１６１０棟（罹災証明
の発行件数に基づく数字。家屋被害調査は平成２９
年５月３１日をもって終了）。事業所用被災証明書は
３３５件に及び、また、住家以外の被災証明書は、
１９３３件を発行した。

参考資料：気象庁「平成２８年（２０１６年）熊本地震の関連情報」　熊本県「平成２８年熊本地震に関する災害対策本部会議資料」
　　　　 『平成２８年熊本地震　発生から２週間の記録』『平成２８年熊本地震　１カ月の記録』（共に２０１６年発行、熊本日日新聞社）

日 阿蘇市の動き 熊本地震の被害状況
４月 １０：２3 洪水警報発表 JR九州が鹿児島本線熊本―八代間の運行を

再開。熊本―福岡間を結ぶ高速バス「ひのくに
号」も

２１日㈭ １０：５3 避難所の開設（坂梨体育館）
１１：２０ 避難勧告（２地区／宇土、折戸）
１3：２２ 避難指示（１地区／車帰）
１3：４６ 避難指示（３地区／内牧５区、宇土、折戸）
１４：１４ 避難指示（５地区／狩尾１区、狩尾２区、狩尾３区、跡

ケ瀬、的石）
１５：3６ 避難勧告（１地区／鷲の石）
１５：５3 暴風警報解除、洪水警報解除
１８：４５ 大雨警報解除

２２日㈮ ９：3０ 避難指示の全区を避難勧告に引き下げ（１３地区／
西小園、西湯浦、湯浦、南宮原、車帰、内牧５区、宇土、
折戸、狩尾１区、狩尾２区、狩尾３区、跡ケ瀬、的石）

県のまとめによると、県内の被災家屋は１万棟超

１２：００ 国道５７号迂回路のミルクロードが全線開通
避難勧告の継続（２４地区／古城１区、古城２区、古
城３の１区、古城３の２区、古城４区、古城５の１区、古
城５の２区、古城６区、古城７区、片隅、鷲の石、西小
園、西湯浦、湯浦、南宮原、宇土、折戸、内牧５区、狩
尾１区、狩尾２区、狩尾３区、跡ケ瀬、的石、車帰）

２3日㈯ 避難勧告の継続（前日からの２４地区） 九州新幹線が博多―熊本間の運転を９日ぶり
に再開
安倍晋三首相（当時）が益城町や南阿蘇村の
被災地を視察

２４日㈰ 九州新幹線の脱線車両の撤去完了
２５日㈪ 一部を除き保育園・幼稚園が再開 南阿蘇村で１遺体発見、死者は計４９人に。震災

関連死も１３人
熊本市で北区植木町の田底小が１１日ぶりに再開
熊本地震の激甚災害指定を閣議決定

２６日㈫ ９：００ 阿蘇市災害ボランティアセンターを開設。初日は約
８０人のボランティアが活動

南阿蘇鉄道が被災状況を調査、線路や橋りょう
の復旧費用として３０億～５０億円かかると試算

２７日㈬ 市などへの送電線の仮復旧作業が完了。翌２８日
に市内全域に送電を開始

県災害対策本部は県内の一部損壊を含む被災
家屋が約２万７０００棟に上ると発表

波野小・中が再開 １４日の前震以降、震度１以上の地震は２０時現
在で９６４回に
九州新幹線は熊本―新水俣間の運転を再開、
１３日ぶりに全線復旧

２８日㈭ １５：００ 市内の一部に発令されていた避難勧告を全て解除 １４日の前震から２週間。死者４９人、関連死１６
人、行方不明者１人、負傷者１４９１人、住宅被害
３万棟超、避難者３万３６００人（以上１３時半現
在）。震度１以上の地震は２９５９回

3０日㈯ １９：００ 阿蘇山上の停電解消（市内全域停電解消）
５月

3日㈫
災害ボランティアセンターを閉所、通常ボランティア
センターへ移行

７日㈯ 上水道の断水解消
８日㈰ 災害ごみ仮置き場追加設置（農村公園あぴか）

１２日㈭ 自衛隊活動終了
１０日～１3日 被災者生活再建支援総合窓口を開設（阿蘇会場）
１６日～１８日 被災者生活再建支援総合窓口を開設（一の宮会場）
１９日～６月１７日 被災者生活再建支援総合窓口を開設（市役所ロビー）
１８日～ 罹災証明書等の発行（市役所）

アスファルトが剥がれ落ちた阿蘇登山道路（県道１１１号）

楼門や拝殿が崩壊した阿蘇神社

崩壊した民家（車帰）
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た。その後、集落内の停電が解消されたのは４月
２０日１９時１０分、阿蘇山上が４月３０日１９時。人々は
避難所にランタンなど電灯代わりの物を持ち寄る
などし、地域の団結力で難局を乗り切った。
　上水道は本震発生後から自衛隊による応急給水
を開始し、自衛隊撤退後は福岡市、佐賀市水道局
の応援を受け、ピーク時には５７台（日延べ台数）
の給水車が応急給水活動を行った。
　上水道施設の被害は導・送・配・給水管等１１施
設（１６４カ所）。本管の被災で断水した戸数は約
１万７００戸。地元をはじめ応援自治体等の応急復旧
工事により、５月７日に断水は解消された（一部、
宅内漏水による断水世帯あり）。被害額は上水道が

３億２７９１万円、簡易水道が９８１５万円。下水道施設
の被害も甚大で、処理場１カ所、ポンプ施設など
を含め、復旧には５億１００万円の費用を要した。

　教育関係等施設の被害

　教育関係の被害総額は１４億円超。小中学校をは
じめ公民館や図書館、体育・グラウンド施設が軒
並み被害を受けた。特に被害が甚大だったのは阿
蘇西小学校で、発災後も傾斜が進むなどしたため、
最終的には校舎を建て替えた。

　医療機関の被害

　阿蘇郡市内における中核病院として、阿蘇医療
センターは、地震により大きなダメージを受けな
がらも災害拠点病院の医療機能を継続・維持し、
地震による負傷者や救急患者を受け入れ続けた。
　被害調査により免震エキスパンションや免震装
置被覆ゴム、ヘリポートの被害が判明。手術用顕
微鏡も破損するなどし、阿蘇医療センター全体の
被害額は２８００万円以上。国は被害総額の３分の２
に当たる約１８００万円の交付を決定した。

　５月３０日から翌年３月３１日までの公費解体申請
期間中、解体・撤去申請件数は６３５件、住宅・納
屋等解体件数は９００棟となっている。

　道路・橋りょう・河川の被害

　道路や河川など土木関係は熊本地震での被災に
加え、６月１８日から７月５日までの長期にわたる豪
雨がさらなる追い打ちをかけた。
　地震による被害は、道路関係が仙酔峡線や木落
線の法

のり

面崩落など１５８カ所、被害総額は１１億円を
超えた。また新橋や新花原橋など橋りょうの被害
が２０カ所（被害総額８億２０００万円超）、草原川、榊
川などの河川被害は５８カ所（被害総額６億９０００万
円超）に及んだ。
　地震により地盤が弱くなっていた地域でさらな
る土木被害を招いたのが、梅雨期の大雨である。
活発化した梅雨前線により大量の雨が降り注ぎ、
道路・河川合わせての被害は５カ所１５００万円を超
えた。

　電気・上下水道の被害

　熊本地震は、阿蘇市内の電気や水道などのライ
フラインにも壊滅的な被害を与えた。
　現代生活に欠かせない電気は、南阿蘇村立野に
ある発電施設の損壊と送電線の倒壊により、阿蘇
市への供給が完全にストップ。市内一帯は一時、
暗闇に閉ざされることとなった。停電率は最大８３
パーセント、停電戸数は約１万５８００戸（阿蘇市総
戸数は約１万９０００戸）。九州電力の高圧発電機車
によって集落より早く停電が解消した阿蘇市役所
本庁舎には、情報調達手段として欠かせない携帯
電話やスマートフォンを充電する人々が列をなし 被害を受けたエキスパンション部分（耐震棟と免震棟との接続部分）

DMAT隊との情報共有のためのミーティング

応急給水状況（市内牧支所）

導水管仮設状況（阿蘇西小学校前）崩落した市道仙酔峡線

高圧発電機車による電気供給（国道２１２号沿い）

周辺の農地と合わせて陥没した市道阿蘇西小学校黒川堤防線

狩尾地区では地表のずれが発生
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　病院施設の復旧は２０１６（平成２８）年６月４日か
ら、医療機器は同年８月８日に着手し、いずれも同
年８月３１日に完了した。

　公営住宅の被害・仮設住宅の状況

　熊本地震により閉鎖に追い込まれた公営住宅
は１団地３棟。解体費用として計上された額は
１０００万円を超える。一部舗装・側溝などの修理

に８００万円超と、総額１９００万円以上の被害を受け
た。地震の被害によって住み慣れた我が家や公営
住宅からの退去を余儀なくされた人々は、仮設住
宅やみなし仮設住宅に転居した。
　仮設住宅は、阿蘇北中学校跡地や阿蘇体育館東
側など市内５カ所に最大１１６戸が建設され、最長で
２０２０（令和２）年１１月３０日までを入居期限とした。
みなし仮設住宅には１６２戸（うち阿蘇市以外３３戸）
の申し込みがあり、うち１５７戸に入居した（申込
総数と入居総数の不一致は申し込み後、申請取り
下げ等により契約に至らなかったため）。
　その後建設された災害公営住宅は、新小里や北
古神などに合計７１戸。災害公営住宅に新たな居を
構えた人々は、やっと一息つき落ち着いた生活を
取り戻した。

　商工・観光施設等の被害

　九州の横軸を担う国道５７号と豊肥本線は、南阿
蘇村立野地区の大規模な斜面崩壊によって寸断さ
れ、以降、４年以上にわたって不通が続き、山越え
の迂回路に頼ることになった。このことは、順調
に増加していた外国人観光客などの観光入込みの
みならず、市民生活（通勤・通学・通院）や物流
面にも多大なる影響を及ぼし、地域の経済にとっ
て大きな痛手となった。
　阿蘇地域最大の温泉地である内牧温泉において
は、地下変動による被害で温泉の湧出が一時止ま
り、また、阿蘇観光の目玉である阿蘇中岳火口へ向
かう登山道路や山上一帯の施設も大きく被災した。
　さらには、２０１６（平成２８）年１０月には、阿蘇
中岳が３６年ぶりに爆発的噴火。熊本地震からの復
旧・復興に向けて歩み出した矢先の出来事に、疲
労の表情を浮かべる市民も少なくなかった。この
噴火以降、一時警戒レベルが３に引き上げられ、
２０１８（平成３０）年２月２６日まで火口周辺の立ち入
りが規制された。

　これらに伴い、宿泊客数は前年比の２８万人減、
宿泊施設の利用状況は同６３％、観光関係の被害総
額は３５億円にのぼり、商工関係の被害も１３億円を
超えた。

　災害廃棄物の処理

　阿蘇市では、２０１２（平成２４）年の九州北部豪雨
で災害ごみの受け入れ場所探しが混迷した経験か
ら、発災直後から場所の確保に取り掛かった。阿
蘇体育館横や波野グラウンド駐車場など市内の最
大５カ所に仮置き場を設置し、早いところで４月１９
日から災害廃棄物の受け入れを開始した。
　市内全域から出された災害廃棄物処理量は約
６万６０００トン超、処理費用に２７億１７００万円を費や
した（共に公費解体分を含む）。２０１７（平成２９）
年８月３１日の閉鎖まで、家屋の解体を含む災害廃
棄物が持ち込まれ、同年９月１６日に搬出、整備を
完了した。

　農林畜産関係の被害

　阿蘇市は、阿蘇五岳を中心に形成された世界最
大級のカルデラ内および周辺部に位置し、外輪山
に囲まれ比較的平坦な土地は県内でも有数の農耕
地帯である。年間を通して行われる阿蘇神社の一
連の農耕祭事は、農業を中心に成り立ってきた阿

蘇の暮らしを端的に表すものであり、２０１３（平成
２５）年には世界的に重要かつ伝統的な農林水産業
を営む地域を国際連合食糧農業機関（FAO）が認
定する「世界農業遺産」に熊本県阿蘇地域として
認定されている。このように、阿蘇市と農業は有
史以来、密接な関係にある。そんな阿蘇の農業に
激震が襲ったのである。
　農林畜産関係の被害総額は２６５億円超。被害が
最も大きかったのは農地・農業用施設関係で３０９２
件１３４億６０２０万円。次いで治山・林道・林業施設
等の９９件１２４億９７０５万円。農産物の被害も甚大で
４２００万円超、共同施設が８件４億１１００万円超。畜
産関係は１０１件（牧野６３ヘクタール）１億５８００万
円を超えた。

帯状の陥没や地割れ（狩尾）

大きな段差により農道や用水路も損傷（狩尾）

崩れた護岸（坂梨）

阿蘇畜協跡地の仮置き場に持ち込まれた災害廃棄物

災害公営住宅（新小里団地）

大きな被害を受けたホテル

湧出が止まった温泉

院内に設置されている災害対応型カップ自販機

地震の被害を最小限に抑えた免震設備
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が集中し、ひどい渋滞を起こしていた。そこで国
土交通省は、二重峠交差点に阿蘇市方面から大津
町方面への左折レーンを整備し、渋滞緩和を図っ
た。また、脱輪の恐れがある箇所の側溝には蓋を
設置し、通行の安全を確保した。さらに、峠を越
えるルートのミルクロードは、冬期の積雪や凍結
に備えた対策が急務だったため、国交省と熊本県
は、降雪時のチェーン脱着とUターン、故障車の
待機スペースを約１４キロメートルの区間内に１１
カ所設置。併せて道路照明灯と遠隔で路面状況を
確認できる監視カメラをそれぞれ２２基設置した。
　道路陥没や法面崩落などの被害を受けたのが、
市道仙酔峡線。復旧工事は２０１６（平成２８）年１２月
から始まった。国立阿蘇青少年交流の家から上の
被害が大きかったために麓付近から工事を進め、
最も被害が大きかった箇所での作業が終了した後
に仮設道路を建設。同時に最上部の工事に着手し
た。そして、２０１９（平成３１）年４月１日、地震か
ら約３年ぶりに全線復旧した。
　阿蘇へのアクセスの一つとして活用されている
南阿蘇村の阿蘇長陽大橋ルートは、地震で阿蘇長
陽大橋や戸下大橋の本体が損傷し、道路脇の斜面
崩壊などもあったため、通行止めを余儀なくされ
た。復旧工事は国の代行事業として行われ、２０１７

（平成２９）年８月２７日に開通。熊本市方面との往来
が復旧したことで、ミルクロードの渋滞がさらに
緩和された。また、新阿蘇大橋は旧橋の場所から

約６００メートル熊本市方面寄りに架橋中で、全長
は５２５メートル。２０２１（令和３）年３月７日の開通
に向け、急ピッチで工事が進められている。

阿蘇復興への第一歩 復興支援イベント

　発災から約１カ月後、内牧商店街では早くも復
興支援イベントが開催された。主催は市商工会青
年部。地震で疲弊した市民に元気を届け、一日も
早い復興を祈念し開催されたもので、会場には市
内のよさこいチーム「ASO ☆ KOI 華

カ

流
ル

伝
デ

羅
ラ

」など
県内６チームの踊り子が集結した。復興を願った
力強い演舞が繰り広げられたり、露店では飲食物
が振る舞われたりと、会場は終日多くの家族連れ
でにぎわった。

了後は、市役所の各担当窓口が相談に応じた。ま
た、地震の被災者を対象に市民税や固定資産税な
どの減免措置も講じられた。

　生活再建に向けスタートした支援事業

　熊本地震で自宅が被災後、再建を希望する被災
者には４つの支援策が設定された。仮設住宅また
は、みなし仮設住宅といった応急的な住まいに入
所している世帯を対象とし、住宅再建に必要な助
成金を交付するもの。再建を希望する世帯にはリ
バースモーゲージ利子助成や自宅再建利子助成、
民間賃貸住宅への入居を希望する世帯には民間賃
貸住宅入居支援事業、また、該当する全ての世帯
に転居費用助成が行われた。
　同時に、自ら住宅を確保することが困難な人を
入居対象とした、災害公営住宅の整備が進められ
た。阿蘇市での第１号である新小里団地４号棟は、
２０１９（平成３１）年３月２８日に入居開始。２０１９年
度中に小里、北古神、大道団地も完成し、４０戸７３
人が生活再建に向け新たな一歩を踏み出した。
　また、地盤改良や擁壁の復旧、住宅基礎の傾斜
修復といった宅地の復旧には「熊本地震復興基金」
を活用した支援を実施。JR 代替バスを利用して熊
本市方面に通学している高校生が特急「やまびこ
号」を利用した場合には、「やまびこ号助成金」が
交付された。
　このように、発災後の混乱期を経て、包括的な
施策が講じられるようになったことで、本格的な
生活再建はスタートした。

　急ピッチで道路復旧 アクセス向上

　阿蘇登山道路（県道１１１号）で続いていた通行
止めのうち、東登山道の坊中～山上広場の通行止
めは、本震から５カ月後の２０１６（平成２８）年９月
１６日に解除された。また、翌２０１７（平成２９）年
１０月４日には、南阿蘇村側の南登山道が復旧し、
時間帯によって続いていた通行規制も解除。阿蘇
市から南阿蘇村への終日通行が可能になったこと
で、草千里や阿蘇山上広場へのアクセスが格段に
改善された。そして、２０１８（平成３０）年４月２６日
には西登山道も復旧。これにより阿蘇登山道路は
全線が復旧した。
　国道５７号の迂回路として活用されたミルク
ロード（県道３３９号）は発災当初、阿蘇大橋の崩落
や阿蘇長陽大橋、俵山トンネルの通行止めの長期
化など、南阿蘇村側の道路事情が万全ではなかっ
たことから、熊本市内から阿蘇方面を目指す車両

復旧・復興の
歩み

　美しい稜線、街並み、実りの田畑、学び舎―。
平成２８年熊本地震は、思い出がたくさん詰まった
故郷に大きな爪痕を残した。想像だにしなかった
被害がつまびらかになるにつれ、はるか遠くに感
じられた復旧・復興への道。“明日に命をつなぐこ
と” を最優先に、懸命に駆け抜けた発災直後を経
て、阿蘇市の人々は立ち上がった。これまでの歩
みを振り返る。

　応急危険度判定、災害ごみ、罹災証明…
　動き出した復旧への行程

　市民の安全を守るため、発災後にまず行われた
のが、建物の「応急危険度判定」である。これは、
熊本県が主体になって行う調査で、大地震により
建築物等が被害を受けた場合、その後の余震によ
る被災した建物の崩壊や部材の落下の危険性を判
定するもの。居住者はもとより、歩行者などの第
三者が被害に遭わないよう注意を促すことを目的
としている。調査の実施後、市内の建築物には危
険度を知らせるステッカーが貼られ、被災の現実
をあからさまに伝えた。
　５月に入ると、阿蘇保健福祉センターには、罹
災証明書を発行する「被災者生活再建支援総合窓
口」が開設された。会場には初日から多くの被災
者が訪れ手続きを行った。同センターでの窓口終

※豊肥本線、国道５７号、阿蘇神社の復旧・復興については１９
ページ以降に別途記載

罹災証明書などを発行する被災者生活再建支援総合窓口を
５月１０日から１８日にかけて開設

鮮やかな衣装で舞う崇城大学のよさこいチーム（市商工会青年
部主催復興支援イベント）

被災者生活再建支援総合窓口
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　熊本地震によって交通インフラが激変した阿蘇
市。最も大きな影響を与えたのは、南阿蘇村の阿
蘇大橋付近での大規模な斜面崩壊である。国道５７
号と、並走する豊肥本線には大量の土砂が流入、
寸断。阿蘇大橋は落橋し、一帯は長期間にわたり
通行不能に陥った。県道３３９号北外輪山大津線、通
称「ミルクロード」は発災直後、落石や倒木によ
り全面通行止めが続き、支援物資の供給や救急搬
送といった急を要する事案への対応に遅れが生じ
ていた。
　国土交通省では、国道５７号の代替ルートを確保
するために、ミルクロードの復旧作業に着手した。
TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の支援によ
り迅速な復旧作業が行われたことで、発災の２日
後には小型車の通行が可能になった。そして６日
後には大型車が通行できるようになり、熊本市方
面へのルートはひとまず確保された。
　２０１６（平成２８）年６月１４日、熊本地震復旧等予備
費が閣議決定。これによりトンネル工事に伴うルー
トの精査や地質調査が開始され、斜面崩壊部分を回
避しトンネル延長が最短になる約１３キロメートル
のルートが決定した。１１月２日には工事用道路等の
工事が開始。２０１７（平成２９）年６月１７日には二重
峠トンネル工事に着手するというスピードで、阿蘇
市へ通じる代替ルート計画が進められていった。

　二重峠トンネルの早期貫通

　二重峠トンネルの早期完工を成し遂げるため、
工事には設計段階から施工業者が参画する「ECI
方式」が採用された。トンネル掘削は、大型重機の
通行を可能にするために、避難坑断面の拡幅が先
行して整備された。避難坑は本坑へのアクセスと
して利用。拡幅したことにより、ずり出し（掘っ
た土砂を坑外に運ぶこと）用ダンプトラックの往

来がスムーズに行われた。その結果、土砂搬出量
が増加。本坑工事の切羽数が増設され、工期の大
幅な短縮につながった。
　着工から約１年８カ月後には本坑が貫通し、
２０１９（平成３１）年２月２３日には全線貫通式が行わ
れるという、トンネル工事においては異例ともい
える早さだった。その後、騒音対策として防音扉
や防音壁を設置するなど２４時間態勢で工事を行
い、全線開通の日を迎えたのである。

　新たな観光周遊ネットワークの完成

　２０２０（令和２）年１０月３日、国道５７号北側復旧
ルートは開通した。事業費は約８００億円。同日１３
時から一般車両の通行がスタートし、開通を心待
ちにしていた人々のバイクや車両の列でにぎわっ
た。開通により、熊本地震から約４年半にわたっ
て行われてきたミルクロードへの迂回の必要がな
くなり、慢性化していた渋滞も解消された。
　阿蘇市へのアクセス所要時間も大幅に短縮。被
災前は大津町の国道５７号ミルクロード入口交差
点から現道を通り、現阿蘇西インターチェンジ入
口交差点がある阿蘇市赤水までの所要時間が２４
分であったのに対し、北側復旧ルートを通った場
合は約１０分。二重峠を越えるコースでは約４３分か
かっていたことから、大幅な時間短縮につながっ
ている。現道復旧と合わせて、阿蘇地域と周辺地
域との観光周遊ネットワークが形成されることに
なり、さらなる観光活性化が期待される。
　一方、「阿蘇大橋地区斜面対策事業」は、２０１６

（平成２８）年５月５日、斜面崩壊箇所の緊急復旧工
事（土留盛土）から開始された。最大１４台の無人
化重機を用いて工事を迅速かつ安全に推し進め、
翌年７月からは斜面の安定化に向けた恒久対策工
事に入り、２０２０（令和２）年３月には概成した。
　決壊部工事は斜面崩壊部、大分側欠壊部ともに
２０１７（平成２９）年１１月、堆積土砂の撤去から始
まった。１２月に置換工、２０１８（平成３０）年４月に
補強土壁コンクリートパネル設置、８月には嵩

かさ

コ
ンクリートが打設された。その後、抑止杭打設や
アンカー工、被覆コンクリート打設等を経て、斜
面崩壊部の全工程が２０２０（令和２）年８月６日、大
分側決壊部が同月９日に完了。国道５７号現道は北
側復旧ルートと同じ１０月３日、開通した。

　８月には例年の「大阿蘇火の山まつり」に代わ
るイベントとして、「阿蘇市民復興まつり」が開か
れた。会場の内牧商店街は歩行者天国となり、子
どもたちに人気の移動動物園やもぐらたたきゲー
ム、イラスト教室の開催のほか、あか牛を使った牛
串も堪能できる露店などでにぎわいを見せた。観
衆をひときわ集めたのは自転車で華麗に障害物を
突破するバイクパフォーマンスと、巨大リングが
出現した九州プロレスの白熱バトル。阿蘇の人々
を励まそうと繰り広げられるエネルギッシュな技
の数々に、会場は最高の盛り上がりを見せた。
　２０１８（平成３０）年２月４日には、阿蘇山上の復興
と地域活性化を目的に「阿蘇山上復興祈念シンポ
ジウム」が実施された。熊本県立大学の五

い お き べ

百旗頭

真理事長（当時）の基調講演や有識者によるパネ
ルディスカッションが行われ、阿蘇山上の復興を
成し遂げるため関係機関が協力して魅力を発信す
ることを宣言した。

  JR「あそぼーい！」の乗客からエール
  ウソップ像のお披露目も

　豊肥本線の熊本―宮地間を１日２往復する人気
の特急列車「あそぼーい！」。熊本地震後はしば
らく運休が続いていたが、２０１６（平成２８）年５月
３日から博多―門司間で臨時運行が始まった。そ
の乗客から阿蘇市へ、復興に向けてのエールをつ
づったメッセージカードが届けられた。
　「頑張れ熊本！」と力強い文字で書かれていた
り、中にはくまモンと同特急のキャラクター「く
ろちゃん」のイラストが描かれたにぎやかなもの
も。メッセージボードは市役所税務課前に設置さ
れ、復興に向け邁進する市民にとって心の支えの
一つとなった。２０１８（平成３０）年３月２８日には、
地震以来２年ぶりに、豪華寝台列車「ななつ星」の
阿蘇駅発着による定期運行も再開された。
　そして２０１９（令和元）年１２月８日、熊本出身の
尾田栄一郎氏の大人気漫画「ONE PIECE（ワン
ピース）」に登場するキャラクター “ウソップ” の
像が阿蘇駅前にお目見えした。これは県が進める

「ONE PIECE 熊本復興プロジェクト」の一環で、
漫画に登場する「麦わらの一味」のキャラクター
像を県内の８カ所に設置し観光客の訪問を促すこ
とで、熊本地震からの復興を後押しするのが狙い。
除幕式当日は、漫画に登場するキャラクターに扮
したコスプレーヤーなど約１２００人が来場し、ウ
ソップの登場を祝った。

国道５７号北側
復旧ルート・現道の整備と復旧

完成した北側復旧ルート阿蘇側坑口付近「阿蘇山上復興祈念シンポジウム」パネルディスカッションの様子

九州プロレスによる白熱のバトル

移動動物園では子どもたちが怖がりながら餌やりを体験

阿蘇駅前に登場したウソップ像
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　熊本市内から阿蘇、そして大分県を結ぶ豊肥本
線は、阿蘇市民にとって熊本市や大分市への移動
に欠かせない存在で、文字どおり “生活の足”。そ
の豊肥本線もまた、熊本地震で大きな被害を受け
た。
　１４日の前震直後、豊肥本線は瀬田―立野間で緊
急停車。４時間にわたり約４０人の乗客が車両内にと
どまった。１６日未明の本震では各所で線路のずれ
が発生し、立野トンネルの入り口には大きなひび割
れが発生した。立野―赤水間では土砂崩れによる巨
大な落石が見られ、豊肥本線の象徴である立野のス
イッチバックは、周辺の山腹から崩れてきた土砂に
よって線路の破損など大きな被害を受けた。
　中でも、阿蘇大橋付近の斜面崩壊による被害は
大規模なものだった。大量の土砂により線路が寸
断され、土砂被害を免れた線路も９０度傾き、周辺
には落石が散乱。さらに、地震から約２カ月後の豪
雨によりさらなる斜面の崩壊や土砂崩れの被害が
相次ぎ、復旧作業最大の難所となった。阿蘇市内
では、市ノ川や堀川、水口などの橋りょうが被災
し、排水設備や盛土も大きなダメージを受けた。
　一連の地震被害によって、豊肥本線は肥後大津
―阿蘇間の２７. ３キロメートルで不通に。復旧のめ
どが立たない中、沿線住民は不自由な生活を強い
られることになった。真っ先に困難に直面したの
は通勤・通学者である。阿蘇市は大津町や熊本市
方面への通勤・通学者が多く、発災後しばらくは自
家用車でミルクロードを利用し大津町に向かう手
段が採られたが、遠回りで時間がかかる上に慢性
的な渋滞が発生し、ストレスは増すばかりだった。
　そのような状況からJR九州は５月９日、平日朝夕
計１９本、宮地駅と肥後大津駅を結ぶ大型バスによ
る代替輸送を開始。これにより、通勤・通学の手
段は確保されることになった。しかし、子どもの

通学の利便性を考え、大津町や熊本市内に転居す
る家族も見られた。

　最大の難所は阿蘇大橋付近

　熊本地震で被災した豊肥本線の鉄道設備は１８
地点の５１カ所。レールなどの軌道設備は全線にわ
たって修復が必要となった。復旧はJR九州、国土
交通省、熊本県など自治体の協力の下、行われた。
　４月１８日、国土交通省の土木専門チームは、崩
落した阿蘇大橋付近の現場に入り調査を開始。そ
の後、遠隔操作できる無人の重機を取り入れ、大
型トラックで不安定な土砂を取り除く搬出作業が
始められた。本震時の脱線により列車が立ち往生
した小割一号踏切など赤水駅近くの２つの踏切は、
周辺の渋滞緩和のためアスファルトで覆い応急の
処置が施された。７月９日には、線路をふさいでい
た岩石の撤去を終え、沿線に落石防止措置を行っ
た阿蘇―豊後萩間２５. ３キロメートルが、発災から
８６日ぶりに再開した。２０１７（平成２９）年１月から
は阿蘇大橋付近で、国土交通省九州地方整備局に
よる有人での地質調査が開始。本格的な復旧工事
に向けて第一歩が刻まれた。
　２０１８（平成３０）年に入ると、JR九州は橋の架け
替えや軌道の地盤改良などの復旧工事に着手。内
牧―阿蘇間で地面の亀裂により変形が生じた軌道
では、線路を外して盛土工事が始まり、市民から
は喜びの声が上がった。
　２０２０（令和２）年３月には南阿蘇村立野地区の治
山工事が終了し、国道５７号と合わせて交通インフ
ラの復旧が大詰めを迎えた。そして同年５月、JR
九州は豊肥本線の全線運転再開日を８月８日とす
ると発表。７月１６日には不通区間の復旧工事がお
おむね完了し、運行再開を待つのみとなった。

　２０２０（令和２）年８月８日
　４年４カ月ぶりの全線復旧

　２０２０（令和２）年８月８日、豊肥本線は熊本地震
から４年４カ月ぶりに全線復旧した。沿線住民の
暮らしを支える交通インフラが再開したことは、
阿蘇復興への大きな弾みとなった。この日、特急

「あそぼーい！」には佐藤義興市長が乗車。沿線
の人々の喜びと熱気を感じながら、豊肥本線の全
線再開を活用し阿蘇の魅力に磨きをかけることを
誓った。

JR豊肥本線の被害と復旧
　熊本城をはじめ、県内の貴重な文化財の被害が
次々と明らかになる中、阿蘇市でも地域のシンボ
ル的存在である阿蘇神社が甚大な被害を受けた。
幼い頃から慣れ親しんだ神社の悲惨な姿に、阿蘇
市民はもとより熊本県民の多くが、心を押しつぶ
されたような感情を覚えた。
　４月１６日の本震で損壊した阿蘇神社内の文化財
は、国指定重要文化財の楼門ほか５棟。拝殿、南
北の鳥居、斎館も被災した。

　社殿復旧工事と楼門解体の開始

　阿蘇神社の重要文化財災害復旧事業は、国、熊
本県、阿蘇市の補助を受けて行われている。復旧
工事に関わる総事業費は１３億６３００万円で、予定
の工事期間は２０１６（平成２８）年７月から２０２３（令
和５）年１２月まで。楼門を除く５棟の建造物（一の
神殿、二の神殿、三の神殿、神幸門、還御門）は、
部分修理を行い、２０１９（平成３１）年３月に復旧工
事が完了している。「日本三大楼門」に数えられる
楼門は完全に解体した上で、現在、復旧工事が進
んでいる。
　拝殿は指定寄附金事業により再建が開始され、
南北の鳥居は２０２０（令和２）年１２月９日に建て替
えが完了し、竣工式が行われた。５０年ぶりに新し
くなった鳥居には地元、阿蘇中央高校の生徒たち

が演習林で育てた樹齢１１９年のスギ５本が柱など
に使われている。
　文化財建造物の修復では、元の部材をできるだ
け用いることを前提に、建物に使われていた部材
は取り外した後にいったん保管庫に格納され、使
えるものは改めて宮大工が補修に当たり再利用さ
れることになっている。また楼門に関しては、造
営当時の図面が残っていないため、阿蘇神社では
被災前の写真の提供を市民に広く呼び掛け、修復
作業の手掛かりとした。
　阿蘇の人々にとって、阿蘇神社の再建は地震か
らの復旧・復興に力強く進むための何よりの原動
力となっている。

　文化財修復の技術を次世代に
　高校生が復旧工事を見学

　阿蘇神社の復旧工程は、“生きた” 教材として次
代を担う人材の学びに貢献している。２０１７（平成
２９）年９月７日、県立球磨工業高校建築科伝統建築
コースで伝統建築や文化財の修復の工程、技法を
学ぶ生徒ら４８人は、阿蘇神社の工事見学会に参加
した。神社と工事関係者の協力を得て実現したも
の。参加した生徒からは、「地震に強い修復方法
は？」「職人になるために必要な経験を教えて」な
ど多くの質問が寄せられた。

阿蘇神社の被災と復興の進捗

〈復旧工事の期間〉

名称
熊本地震 
本震の
被害

平成２８年度 
（２０１６）

平成２９年度 
（２０１７）

平成3０年度 
（２０１８）

令和元年度 
（２０１９）

令和２年度 
（２０２０）

令和3年度 
（２０２１）

令和４年度 
（２０２２）

令和５年度 
（２０２3）

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
一の神殿 部分損壊

二の神殿 部分損壊

三の神殿 損壊大

楼門 全壊

神幸門 部分損壊

還御門 部分損壊

拝殿 全壊

部分修理

部分修理

部分修理

解体格納 部材の修復 部材の修復・組立工事

部分修理

部分修理

再建工事解体赤水駅付近を回送中だった列車はレールが曲がり脱線

倒壊した楼門の前で立ちすくむ市民 球磨工業高校の生徒が参加した工事見学会
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することができました。しかしこの間は毎日、決断を
迫られました。私はボラセン運営に関しては全くの素
人。この状況を救ってくれたのが、全国のYMCAの拠
点から集まってくれた災害支援経験のある仲間たち
でした。
　その後、私たちの施設は宿泊ができるということ
もあり、１週間ほど滞在が可能な５人以上の団体や山
岳ボランティア、大阪、神戸、東京、北海道、長崎
など全国各地の大学からの受け入れを行いました。
初年度は３６５６人で、２０１９年度までの受け入れ数は
延べ７２８９人に上りました。

ニーズを細かく拾い的確なサポートを

　ボランティアのコーディネートに当たり私たちが
一番苦慮したのが、被災者のニーズをいかに的確につ
かむかということでした。ここで活躍してくださった
のが、地元の区長さんたち。被災世帯の中には遠慮さ
れたり、区長さんを通していないと受け入れを拒否さ
れたりするところも多く、区長さんに話を通すことで
スムーズにコーディネートが進むようになりました。
　作業は大半が、がれきの撤去や荷物の運び出し。
１年ほどたつと、農家の人手不足をサポートするた
め、JAでの選果作業や田畑の雑草駆除などでもボラ
ンティアに活躍の場が与えられました。災害支援は、
時間の経過とともに、復旧支援と生活支援を両輪で
行っていかねばなりません。
　阿蘇市のほか、社協、NPO団体、消防団などで組織
した阿蘇市ボランティア連絡会議で情報を共有し、
共同体として細部にわたる支援ができ、とても大き
な役割を果たせたと思います。

災害後、地域の潜在的課題が浮き彫りに

　ボランティアセンターは、復旧が一段落した後も、
ワークキャンプやスタディーツアーなどを計画し、
この経験を次の世代に残すプログラムを実施する拠
点となりました。私たちは熊本地震の経験を通して、
地元の人たちと常日頃からつながっておくことの大
切さを再認識しました。また、ともすると被災者だ
けに目が向きがちな災害現場において、ボランティ
アなど災害支援に携わる方々の心身ケアの重要性も
痛感しました。
　時間がたつにつれて浮き彫りになったのが、地震
が起こる前からもともとあった地域の課題が、さら
に大きな問題に発展するということです。例えば若
い世代の人口流出、農業の後継者不足、地域の高齢
化、文化伝承の担い手不足なども、地震によりさら
に深刻化しました。今後は、私たちも潜在的な地域
課題に目を向け、地域の皆さんと共に地域の活性化
につながるような活動を行ってまいります。

発災から１０日後に　　　　　　　　　　　
ボランティアセンターをオープン

　本震後、熊本市内の自宅から阿蘇に向かうにも、
ミルクロードは土砂崩れがひどく、国道５７号は封
鎖。矢護川方面から阿蘇に入るしかありませんでし
た。到着すると、キャンプ場の被害はすさまじく、
厨房の食器類は全て棚から落ち、貯水タンクも破損
して飲み水には使えない状態。キャビンは土台にず
れが生じ、宿泊などできる状態ではありませんでし
た。益城、御船の避難所サポートにとても入れる状
況でないことを本部に報告し、今後の対策を急ぎま
した。まずは厨房に残っていた食材を、その日のう
ちに車帰の公民館に運び出し、１９日には電気が復旧
したため、公民館に避難されている高齢者や小さな
お子さんを優先し、お風呂の提供を始めました。
　また、本震後すぐに全国のYMCAからボランティア
の声が上がりました。九州北部豪雨災害のボランティ
ア受け入れをした際に、阿蘇市社会福祉協議会との
間で阿蘇キャンプをボランティアセンターのサテラ
イトとしてボランティアの受け入れができないか協
議していたこともあり、本震からわずか１０日後に熊
本YMCA災害支援ボランティアセンターをオープン

全国からのボランティア
地域とも連携して
復旧・生活支援に

山
やま

田
だ

 真
しん

二
じ

さん
（公財）熊本YMCA中央センター館長（当時の阿蘇キャンプ所長）

梅
うめ

野
の

 孝
たか

徳
のり

さん
当時の消防団長

野外教育施設のある阿蘇キャンプ所長を務め、本震後、社会福祉協議
会との連携で災害ボランティアセンターを立ち上げた。がれきの撤去や
家財整理のサポート、農業支援などのコーディネートに奔走。２０１８（平成
３０）年から現職。

１９８３（昭和５８）年９月に旧一の宮町消防団に入団、２０１５（平成２７）年
４月から団長に。熊本地震では、住民の救助や避難誘導、巡回・警戒
活動、災害処理活動などに尽力。２０１９（令和元）年６月に退団。

間がたつと、各班長からボトムアップ式に私のもと
に情報が集まり、各地の被害状況が少しずつ見えて
きました。
　集まった情報は災害対策本部内で共有し、誰がど
う対応するか協議しました。各地の被災現場に近い
消防団員は、地域の情報などに詳しいメリットを生
かし、主に初期対応に当たりました。例えば、道路
に亀裂が入っている箇所があれば、警察が到着する
までの間、団員がそこに立って交通誘導する、など
の対応です。道路管理者には、できるだけ早く迂回
ルートの看板を用意してもらうよう依頼するなど、
災害対策本部内での連携も図りました。
　こうした災害対策本部会議は、地震発生から約１
カ月の間、毎日朝夕の２回実施され、その後、復興
対策本部へと変わりました。

住民救助や避難所運営サポートなども

　災害対策本部会議以外の時間は、副団長等に指示
し消防署や警察と協力して、住宅倒壊で閉じ込めら
れた住民の救助に当たり、最終的に７人以上の救助
につながりました。
　また、区長さんなど地域の方々と連携しながら、
夜間の空き巣警戒、避難所の運営も支援。物資の搬
入や給水補助、女性団員による高齢者への声かけな
ど、昼夜を問わず交代で活動を続けました。
　当時の記憶は、「とにかく大変だった」の一言に尽
きます。地震も災害対策本部も初めての経験で、目
の前のことを一つずつやっていこうと必死でした。
そうした中で改めて感じたのは、消防団は「地域の
核」であるということ。地域が被災した時、真っ先
に現場に駆け付けることができるのは、警察でも消
防署でもない、地元の消防団です。
　阿蘇市消防団は震災時の懸命な活動が認められ、

「平成２９年防災功労者内閣総理大臣表彰」を受彰し
ました。
　最後に、私が経験したことを次世代につなぐため、
熊本地震での消防団の動きをまとめた災害マニュア
ルも作成しました。人口が減る中での継続は難しい
面も多いと思いますが、消防団が長く続いていくこ
とを願っています。

団員に指示　　　　　　　　　　　　　　
「まずは自分自身と家族の身を守れ」

　４月１６日未明の本震発生時、自宅で寝ていました
が「ドーン」という大きな音で目覚めました。余震
が収まるのを待って、団員たちにはまず自分の身を
守り、家族を安全なところに避難させるよう伝えま
した。その上で、地域の方たちの安否確認に行くよ
う指示。２０１２（平成２４）年の九州北部豪雨の際、救
助する側の消防団員の安全確保が第一だと痛感した
からです。

災害対策本部で各地の情報を収集

　地震発生から間もなくして、市から「災害対策本
部設置」の連絡がありました。私の地元の４０世帯に
声を掛けた後、避難誘導や救助を後輩に託し、２時
頃に市役所敷地内にある災害対策本部に到着。本部
は、市の職員、警察署、消防署、消防団などで構成
されていました。
　当時、阿蘇市消防団は１２分団２８部７３班、団員約
７８０人の編成となっていました。その２８人の部長、
７３人の班長をまとめるのが１２人の分団長、さらにそ
の上に３人の副団長がいます。地震発生から少し時

真っ先に駆け付けた
地元の消防団は
頼もしい「地域の核」

発災当初から復旧・復興に尽力した人々の体験談を紹介します

INTERVIEW 1 INTERVIEW 2

防災功労者内閣総理大臣表彰（平成２９年９月　２列目左端が
梅野さん）
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避難所で配膳するといった作業を朝昼晩、繰り返し
ていました。
　次第に支援物資として全国各地から食べ物が届き
始めたので、それらの振り分けも婦人会員で分担。
時には、農家さんから野菜の差し入れもあり、汁も
のや炒めものに使いました。
　７時の朝食に間に合うよう、一の宮小学校の家
庭科調理室に入るのは６時過ぎ。夕飯の片付けが
終わるのは２０時過ぎでした。それを５７日間繰り返
し、ボランティアの皆で５万３０５９食の食事を担い、
３万６３００個のおにぎりを作りました。

今までの記録と頑張る仲間が頼り

　なぜ、これほど細かい数字が残っているかという
と、記録があるからです。記録の大切さは、２０１２

（平成２４）年７月の九州北部豪雨で痛感しました。そ
の時も炊き出しを行っていた私たちに、指導に来ら
れた日赤の事務局の方がアドバイスをくださいまし
た。「作った物や数、人の記録を残しておいてくださ
い。必ず役に立ちます」と。
　そこで、文字と写真で記録する習慣を付けました。
大きな紙に日付、作る量や参加できるメンバーの名
前を書き、調理場に貼り出します。その後ノートに
書き写し、最終的にはパソコンで入力。また、出し
た食事を毎食撮影しました。その習慣は熊本地震の
時も変わらず続けました。アルバムを見ると、当時
の思いがすぐに蘇ります。
　こういった記録の積み重ねがあったからこそ、落
ち着いて行動ができたように思います。「次にこれを
やればいい」という信頼できる指針、いわば私たち
の「災害対応マニュアル」です。

“無理しない範囲”で乗り切った５７日間

　ボランティアとして活動した婦人会の仲間の、意
識の高さにも助けられました。ボランティアに強制
参加をお願いすることは決してできません。自宅が
被災したメンバーも多く、ボランティアどころじゃ
ないのは分かっていました。でも全員が「無理しな
い範囲で参加したい」と、協力できる日に手を挙げ
てくれたのです。「地域のために一致団結しよう」と
いう共通した思いがあったからこそ、あの５７日間を
乗り越えられたと痛感します。
　今後も、阿蘇市が再び被災する可能性はゼロでは
ありません。いざという時には、今までの記録と、共
に頑張る仲間が頼り。皆と一緒に、前向きにボラン
ティア活動に取り組んでいきたいと思っています。

本震翌日から　　　　　　　　　　　　　
避難者３０００人分の食事作り

　私は阿蘇市地域婦人会の一員として、教育・福祉
の社会教育や災害時のボランティア活動に力を入れ
ています。
　熊本地震発生時も「できることで、かせしよう」
と、本震翌日の４月１７日から、避難者の食事作りに
取り組みました。市内７カ所の指定避難所に避難さ
れている方の朝昼晩の食事で、当初は１日最大３０００
人分でした。自衛隊が５００人分炊ける釜いっぱいの
ご飯を作ってくるので、皆が協力しておにぎりを作
り、各避難所の必要数に合わせてケースに入れ、各

地震の経験をプラスに
捉えられるよう
学校を楽しい学びの場に
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当時の阿蘇西小学校校長
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阿蘇市地域婦人会会長

地震発生当時、阿蘇市立阿蘇西小学校校長。学校の建物が被災し、
旧尾ケ石東部小学校へ移転になる中、子どもたちの心のケアに注力し
ながら学校再開の準備を進めた。２０１７（平成２９）年、玉名市の小学校
へ異動。２０１９（平成３１）年に退職。

阿蘇市一の宮町宮地在住。旧一の宮町役場勤務の傍ら、２０代後半
に母親の勧めで婦人会に入会する。退職後、活動を本格化。現在は
県の地域婦人会副会長も兼務し、幅広い活動に取り組む。

員が２人１組となって家庭訪問を行い、避難所で菓子
パンやお菓子を分けていただき、届けて回りました。

全職員で情報共有し心のケアに重点

　校舎は被害が大きくライフラインも使えない状況
で、大規模半壊の認定。日がたつにつれ傾きがひど
くなり、３月に閉校したばかりの旧尾ケ石東部小学
校の校舎を使わせていただくことになりました。す
ぐにスクールバス２台を確保。しかし、子どもたち
の通学路は２メートルほどの段差ができている状況
でした。まずはルートを確保し、車が通れるよう補
修するなど、学校再開へ向けた準備をスタートしま
した。何より子どもたちがバラバラになることなく、
また一緒に学べる場所があったのは大変幸運なこと
でした。
　体育館は避難所となっていましたが、その運営に
関しては区長さんたちが尽力してくださったおかげ
で、私たちは子どもたちのケアと学校再開に向けた
準備に注力できました。
　授業を再開できたのは５月９日。久しぶりに子ども
たちの笑顔を見た時は本当にうれしかったですね。
その日のうちに、全員で避難訓練を実施。大変怖い
思いをした子どもたちに、「どうか学校では楽しく過
ごしてほしい」と、教職員が一丸となり心のケアに
も取り組みました。全職員で情報を共有し、養護教
諭を中心にそれぞれの立場で子どもたちに笑顔で接
し、目を配っていきました。

地震を通して成長した子どもたち

　１０月には地震後初めて、子どもたちと地震の現場
を見るフィールドワークが、地域の方々の協力で実
現しました。１１月の学習発表会では、３年生が皆の
声を拾いまとめた構成詩「わたしたちの六カ月～熊
本地震を通して～」を発表してくれました。全校発
表では、地震直後のたくさんの皆さんの励ましや応
援、支えに対する感謝の言葉とともに、「地震に負け
ません」という力強い言葉も聞かれ、子どもたちの
成長に涙が出ました。
　建て替えられた校舎に戻れたのは２０１９（平成３１）
年４月。本当に大変な災害でしたが、この経験を子ど
もたちがプラスに捉えられるよう学習を進めること
が学校の役割だと考え、指導を続けてきました。私た
ちが災害の中でも、継続的に学びの場を提供できたの
は、本当に多くの皆さまのご支援のおかげと感謝して
います。

地震直後は児童の安否確認を最優先

　私と教頭は当時、玉名市と熊本市から阿蘇まで通
勤していました。前震では学校には大きな被害がな
かったため、予定していた授業参観を行い、その日
は帰宅していました。そして１６日未明の本震。私も
教頭も阿蘇からは離れていたため状況が全く分かり
ません。まずは教職員に連絡を取り、子どもたちの
安否確認を急ぐよう指示を出しました。
　しかし、明け方までに確認が取れたのは３年生の
み。夜が明けてから学校の被災状況を南小国町に住
む教務主任に確認してもらいました。余震が続く中、
校内にある名簿を外に運び出し、緊急連絡先に電話
をかけ続けました。連絡が取れない児童については、
区長さんを通じて安否確認を行うなど、とにかく状
況を把握するだけでも大変な作業でした。携帯電話
もつながらず、とうとう連絡が取れなかった南阿蘇
村在住の児童については直接現地まで出向き安否を
確認しました。
　全児童１３９人の確認が完了したのは１７日。避難所
に避難してきている児童の様子は分かるのですが、
自宅に残っている児童や車中泊の児童は、どのよう
にしているのかが心配で…。臨時休校が続く中、職

地域のために一致団結
仲間と協力して作った
３万６３００個のおにぎり
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な被害が出たことから新たにつくられました。その
後の東日本大震災で導入されたものの指揮部門がな
く、適した配置が困難だったという課題から、DMAT
をコーディネートする「統括DMAT」が新設されまし
た。統括DMATが初めて本格的な活動を行ったのが
熊本地震でした。この体制はその後も受け継がれ、
２０１８（平成３０）年大阪府北部地震や、２０２０（令和
２）年のダイヤモンド・プリンセス号での新型コロ
ナウイルス対策でも機能しています。

中長期的な視点での災害対策を

　大災害の対策は、直後はもちろん、中長期的な視
点が欠かせません。当院でいえば、国道５７号、豊肥
本線の復旧までの道路事情を踏まえた取り組みを行
いました。
　例えば、救急患者は熊本市ではなく、搬送時間が
短い大分県や宮崎県に搬送する提携体制を整備し、
道路が凍結した場合は、自衛隊のヘリに搬送を依頼
する仕組みをつくりました。また、阿蘇在住で特殊
な疾患を持っている方が、熊本市の病院に通わなく
てはならない状況を鑑み、「特殊外来」を開設しま
した。熊本大学から月１回のペースで専門医に来院、
診療していただく仕組みです。
　地震後は病院の人材不足も大きな課題となりまし
た。そこで県看護協会と県の連携により、「くまもと
復興応援ナース」を立ち上げていただきました。こ
れは短期就労が可能な看護師を全国から募集する日
本初の制度です。阿蘇地域にも５０人ほどの看護師が
集まりました。２０１９（令和元）年には、全国知事会
から優秀政策として表彰されるなど、高い評価を受
けました。
　医療機関には、発災後数年先までを見据えた中長
期的視点の「事業継続計画（BCP ＝災害時に損害を
最小限にとどめつつ、事業を継続するための計画）」
の策定が求められます。厚労省が医療機関のBCP策
定を呼びかけているものの、取り組んでいる病院は
ごくわずかです。災害時、医療機関が機能するかど
うかが市民の命に直結します。早急な対策が必要と
考えます。

医療に関する対策本部を院内に設置

　熊本地震発生時、阿蘇市内でも多くの病院が被災
し、一時的に閉院を余儀なくされました。２０１４（平
成２６）年に完成した阿蘇医療センターは、幸いにも
免震構造を取り入れていたおかげで院内の電子カル
テを保存するホストコンピューターや医療機器は全
て無事でした。停電や断水を想定した非常時用の設
備も整っていました。
　阿蘇保健所が被災したこともあり、医療対策本部
は医療設備の整った当院内に設置されることになり
ました。これは保健所長をトップとし、阿蘇郡市の
保健・医療の復興を行うもので、「阿蘇地区災害保健
医療復興連絡会議（ADRO）」と名付けられました。
阿蘇管内の情報をADROに集約し、全国から集まっ
たDMAT（災害派遣医療チーム）や医師、薬剤師、看
護師等を支援が必要な地区に振り分ける統括的役割
を果たしました。

東日本大震災後に新設された　　　　　　
統括DMATが機能

　DMATが誕生したきっかけは阪神淡路大震災でし
た。広範囲の災害医療体制が確立しておらず、大き

災害派遣医療チームの
活動拠点として
統括的役割を発揮
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熊本大学医学部卒業後、脳神経外科へ入局。熊本地域医療センター
や熊本赤十字病院への勤務、熊本大学講師などを経て、２０１４（平成
２６）年の同院設立に尽力する。開院当時から現職。

２０１４（平成２６）年４月から２０２０（令和２）年３月まで阿蘇市的石区長を
務める。熊本地震では、住民の救助活動や避難所運営に携わり、地区
の土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）解消にも奔走。

水やトイレの水の確保、地区で管理運営する水道の
復旧工事を、原野管理組合を中心に行いました。
　自宅の復旧、片付けは後回し。こうした生活は約
２カ月間続きましたが、乗り切れたのは住民の団結
力の賜物です。

レッドゾーン解消に向け奔走

　的石地区では、家屋約１００戸のうち、２２戸、倉庫
４４棟が倒壊、解体されました。住民が自宅の再建を
考えるようになると、土砂災害特別警戒区域（レッ
ドゾーン）問題に直面。地区の家屋の約半数がレッ
ドゾーン内にあり、家を建てる際には、土石流から
家屋を守る巨大な防護壁などを建設しなければなら
ないというのです。防護壁の建設費は負担が大きい
ため、これを理由に再建を断念する住民もいました。
 　「このままでは地区の存続が危うい」と、市や県に
何度も陳情。行政も一緒になって防護壁建設費の補
助制度の創設を訴え続けたところ、国の直轄でレッ
ドゾーン解消に向けた砂防事業が行われることにな
りました。市の職員と一緒に、私も住民への説明に
回りました。そして２０２０（令和２）年４月、「的石地
区の９９% のレッドゾーンを解消します」と、地区の
総会で国土交通省の職員が説明したのです。４年に
及ぶ悲願がかなった瞬間でした。

地域のつながりの大切さを次世代へ

　復旧の過程では、神社の神殿や鳥居の再建、祭りの
大切さを学ぶなど、地域の有形・無形の文化財復興に
傾注し、季節ごとの神事は地震後も続けました。いず
れも地域のコミュニティーづくりには不可欠。地区の
“宝” を媒介とした住民同士のつながりこそが、災害
時に大きな力を発揮したと実感していたからです。
　熊本地震を経験し一番感じたことは、「自分の命は
自分で守る」ということです。
　私は現在、的石地区を離れ、別の地区で家族と住
んでいますが、もし今後、災害が起きた時には、こ
れまでの経験を生かし、できる限り地域のために動
きたいと思っています。また、人と人のつながりの
大切さを子どもたちに伝えていくことにも、微力な
がら協力していきたいですね。

水害の教訓生かし住民の避難を指揮

　２０１２（平成２４）年九州北部豪雨での教訓を生かし、
的石地区では、子どもたちを含む全員の携帯番号ま
で記した住民名簿を作ったり、避難する時の行動を
細かく申し合わせをし、防災のための資料を作成し
ていました。本震が起きた後はその資料に則って、ま
ずは住民が地区内の安全な場所に集まり、私たち役
員を中心に避難ルートを探して、夜明けを待って全
員で避難所の小学校へと向かいました。安否確認に
は、長年にわたって先輩たちが連絡網を作り上げて
くれていたので、とてもスムーズに対応できました。
　地区には当時、１２３世帯ありましたが、昔から住
む住民ばかりなので、全員が顔見知りで、誰がいな
いかすぐに分かります。また、有事の際はすぐに避
難するようにあらかじめ取り決めていたので、確認
もスムーズに行えました。そして、車が被災して動
けない人や行動に手助けの必要な人がいれば、隣人
や社会福祉協力員、消防団と一緒に救出活動を行い
ました。
　避難生活が始まると、私たちの地区の民生児童委
員、女性の会、消防団、役員と住民が皆で手分けし
て、避難所の管理をはじめ、炊き出しや清掃、飲料

「的石地区が危ない」
陳情重ね心血注いで
勝ち得た砂防事業

INTERVIEW 6INTERVIEW 5
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　その間、県外の電力会社の方たちが、当館の駐車
場を拠点に、地域の電気復旧のための作業をしてく
ださっていました。何かお礼がしたいと当館への宿
泊をご提案し、その時にできる限りのサービスを行
いました。阿蘇のために不眠不休で尽力してくださ
る方々が被害の大きさにぼう然とする中、彼らを支
援することが私たちにとって大きな喜びとなり、前
を向くきっかけにもなりました。

「温泉復興」の思いで各施設が一致団結

　阿蘇内牧温泉では地震の影響で、２０施設のうち１６
施設の温泉の湧出が止まりました。これは温泉地に
とって致命的。そこで、温泉観光旅館協同組合と温
泉付きの病院など２５施設でグループ補助金を申請
しました。私は当時、阿蘇温泉観光旅館協同組合の
理事長を務めていたので、中心となって申請を進め
ました。
　私の役割の一つは、国に阿蘇の現状を伝えること
でした。温泉が止まった原因は地震によって生じた
地盤のずれ。地中に埋めた管が破損してしまったの
です。国会議員や中小企業庁に陳情すると、新しく
温泉を掘るための助成は無理でしたが、地盤の修復
費用としては認められました。
　また、参加施設の意見をまとめるのも私の役目で
した。地震前は、足並みをそろえるのが難しかった
組合メンバーが、「温泉復興」という思いで一致団
結。話し合いには毎回、ほぼ全員が参加し、意見の
とりまとめもスムーズに進みました。地震から３カ
月後には申請に許可が下り、８月に営業を再開した
施設もありました。

起爆剤として期待したい　　　　　　　　
豊肥本線と国道５７号の開通

　施設の営業再開後、「阿蘇市民復興まつり」を企画
したり、近隣の県や旅行会社にプロモーションした
りと誘客活動も行ってきました。しかし、国道５７号
や豊肥本線の不通で宿泊客数は伸び悩み、地震前の
２割減という状態が続いています。特に今年は新型
コロナウイルスの影響もあり、とても厳しい状況で
す。
　ただ、明るい話題もあります。２０２０（令和２）年
８月に豊肥本線が全線開通、同１０月には国道５７号北
側復旧ルートと現道が開通しました。アクセス向上
が観光客増の起爆剤となるよう期待しています。
　阿蘇の中心的な産業である観光を盛り上げ、多く
の人に訪れてもらい、自然の素晴らしさと、起きた
災害について伝えていくことが私たちの使命だと感
じています。

復旧作業者への支援が前を向くきっかけに

　４月１４日の前震発生時、阿蘇では特に大きな被害
がありませんでしたが、熊本市内で被害が出ていた
ため宿泊予約が全てキャンセルになりました。ずっ
と忙しかったこともあり、１５日と１６日は休館するこ
とにしたところ、１６日未明に本震が発生。お客さま
がいなかったことに安

あん

堵
ど

しながらホテルへ向かい、
建物に大きな被害がないことを確認しました。
　翌朝、自宅が被災した従業員や近所の方に声をか
け、私を含めた２０人くらいで、１週間ほど館内で過
ごしました。備蓄の食料がたくさんあったので、食
事には困りませんでした。

観光通じて伝えたい
阿蘇の素晴らしさと
災害・復興の経験後世に
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さん
当時の阿蘇市観光協会会長、
阿蘇温泉観光旅館協同組合理事長
有限会社望蘇閣阿蘇プラザホテル代表取締役社長。阿蘇広域観光
連盟会長。熊本地震では、阿蘇市観光協会会長、阿蘇温泉観光旅館
協同組合理事長として復旧・復興に尽力。

の確保等々、あっという間の２日間であったように思いま
す。１８日には、課ごとに体制を立て直しましたが、この間
も市民からは食料と水、物資の提供を求める声が押し
寄せてきます。しかし平等に行き渡るほどの量はありませ
ん。限られた物資をいかに必要な人に提供していくか、
また時間の経過とともに変わる市民のニーズにどう寄り
添い応えていくかに苦慮しました。

関係機関との情報共有に注力

　災害対応は、市内部のみならず、関係機関・各救助
機関・支援機関等との情報共有がより重要であることか
ら、警察・消防・自衛隊・医療支援チーム等も含めた関係
機関会議を１日に２回行い、情報の共有にも努めました。
　特に、２０１２（平成２４）年の九州北部豪雨の経験か
ら、災害廃棄物集積所の確保と受け入れ体制の整備を
急ぐとともに、給水情報や道路情報、支援制度等の情報
は、各避難所への掲示を行ってまいりました。
　２０日の夜にはようやく電気が復旧、水道管を地上に
這わせるなど応急復旧により、続いていた断水も順次解
消され、避難者の数も１８日の最大７６０５人をピークに、
応急仮設住宅の建設やライフラインの復旧とともに徐々
に減っていきました。今回の地震で開設した指定避難所
は１０カ所、自主避難所が３６カ所ありましたが、ライフライ
ンの復旧に合わせ避難所を集約していき、３カ月半後の
７月３１日に全ての避難所を閉鎖しました。

災害対応は経験に勝るものなし

　地震から４年半。２０２０（令和２）年８月８日には、豊肥本
線が全線開通。そして、１０月３日には国道５７号現道、北側
復旧ルートも開通し、地震で被災した主要交通インフラの
復旧がようやく終わりました。阿蘇神社も拝殿が２０２１（令
和３）年、楼門が２０２３（令和５）年に完成予定です。もとも
と阿蘇神社を中心とした暮らしがあった地域ですから、
阿蘇神社の復旧は市民の心の支えになると思います。
　災害はいつどこで起こるか分かりません。私たちも常
にその意識を持って行政としての備えを強化しなければ
なりません。併せて地域の方にも、災害時に行政だけに
頼るのではなく、自助共助の心構えを持っていただくよ
う、さらにお願いをしてまいります。
　私たちは、『人がつながり 創り出す 新しい阿蘇』とい
うスローガンを掲げ、単なる復旧には終わらない、地震か
らの復興を一つの転機と捉え取り組んできました。北側
復旧ルートの開通もその一つ。阿蘇市から大津町へのア
クセスも良くなり、大津町、菊陽町、熊本市からの定住化
促進につながればと期待しています。
　マニュアルどおりにいかないのが災害対応です。“災害
対応は、経験に勝るものなし”。ひっ迫した状況、そして限
られた条件の中で、その時々にベストと思える判断力と行
動力が求められます。熊本地震での経験を次世代につな
ぎ生かしていくことが、私たちの大きな役割なのです。

本震後すぐに災対本部設置　　　　　　　
避難者支援とライフライン復旧に傾注

　１４日の前震時は、市職員のほぼ全員が１時間以内に
参集、２２時１０分には、１回目の災害対策本部会議を開
きました。市内全域の被害状況について情報収集を進
めるとともに、保育園や学校、給食センター等も含めた
市の管理施設の状況把握を行いましたが、この段階で
は被害はありませんでした。しかし、本震では立野の送
電塔が倒壊。波野地域を除く、阿蘇地域、一の宮地域の
ほとんどが停電し、道路等の被害も分からない状況にあ
りました。職員の中には、庁舎に向かう途中の道路で、自
ら交通誘導を行う職員もいました。
　登庁後は、「とにかく市民へ安全確保の呼びかけを」
という市長からの指示で、防災行政無線室に走り、屋外
への避難を呼びかけるとともに、庁舎前の植え込みの
中にテントを張り応急的な避難場所を確保。中央ロータ
リー前に、災害対策本部を立ち上げました。まずは、被
害状況の把握と要救助者の救助が必要であることか
ら、管理職を地域ごとに班分けし、登庁職員を割り振り、
地域への連絡と被害状況調査を進めました。停電により
電話も使用できず、断片的に入ってくる情報や被害調査
に回った職員からの情報を全て管内図に書き出して情
報を集約。同時に、波野の給食センターは被害もなく電
気・水道も使える状況にあったことから、炊き出しの準備
も進めました。
　これまでに経験したことのない広範囲かつ甚大な被
害であり、発災直後の１６日から１７日にかけては、大混乱
の中に、避難施設の安全確認、そして避難者対応、物資
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阿蘇市総務部長（当時の総務課長）
熊本地震発生直後から、即座に災害対策本部を立ち上げ、避難所へ
の人的配置、運営、県内外から届く物資の管理を行うなど、総務部長、
総務課長として陣頭指揮を執った。
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　私たちも居ても立ってもいられず、もう一度阿蘇
署や南阿蘇村の災害対策本部に駆け込みましたが、
情報は共有されていません。連絡が取れないこと、
阿蘇大橋が崩落した時刻に現地を走行していた可能
性があることを告げても、「確たる証拠がない」と、
どこも掛け合ってくれず、時間だけが過ぎていきま
した。どうにか７２時間の間に捜索してほしいと、何
度もお願いするしかありません。
　１８日、大津町のコンビニの防犯カメラに、阿蘇に
向かって走る晃と同じ黄色い車が映っているという
情報が入ったため、「ここにいるから、何とか探し出
してほしい」と掛け合いました。しかし、私たちの
声はどこにも、誰にも届きませんでした。ならば、
自分たちで動くしかない。私たちが心に決めたのは
この時です。

手掛かり探し、来る日も来る日も歩く岩場

　毎日、何か手掛かりがないかと、入れる河原には自
力で入り、入れない場所は川の上から双眼鏡でのぞ
き込み、写真を撮っては自宅に戻りパソコンで拡大
し車の部品かどうかを確認する日々を送りました。
そんな日が続く中、一縷

る

の望みを込め、二人でロー
プを体に巻き付け阿蘇長陽大橋直下の河川敷に下っ
たのが６月後半のこと。梅雨明けで水かさも増し危
険な現場でしたが、自分たちの命がどうなろうとこ
のままでは納得がいかなかったのです。河川敷を歩
いていると、流れ出た土砂の量に、「もしここにいた
としたら探し出せないかもしれない」という気持ち
が頭をもたげました。しかし、毎日毎日捜し続ける
しかなかったのです。

たくさんの支援が、
折れそうな気持ちを奮い立たせる

　７月２２日、この日も私たちだけで晃を探していま
した。帰り際、ふと背中に人の気配を感じたので振
り向くと、一人の登山愛好家に、「大和さんですか」
と声をかけられました。この方は河川敷に下り、晃
を探してくださるため、下り口を探しているという

本震後、連絡途絶えた息子に心配募る

　晃（次男）がアルバイトから家に帰る途中で前震
が起こり、戻るなり「熊本市内は大変なことになっ
ている」と、市内にいる友達を心配していました。
翌１５日の午前中は、春一番の風で剥がれたビニール
ハウスを私の両親と修理してくれていたようです。
支援物資を持って、熊本市内の友達のところに出か
けたのは午後になってから。１６日は、家族で早朝か
らもみ蒔きをする予定にしていたため、おそらくそ
れに間に合うように夜中に車を走らせ帰ってきてい
たのだと思います。
　私たちもこの日は翌朝早いのに遅くまで起きてい
ました。そして、深夜の１時２５分。すさまじい揺れ
と同時に電気が消えました。すぐに晃の携帯に電
話を入れましたがつながりません。晃が長男とだ
けLINE（携帯電話やスマートフォンの無料コミュニ
ケーションツール）をしていたのは知っていたので、
県外にいた長男にすぐに電話を入れました。「晃にと
にかく連絡をしてくれ」。長男に連絡を託し、私たち
は大きな揺れの中、両親を屋外の車に避難させ、そ
の夜は車の中で過ごしました。
　夜が明けるまで晃と連絡がつかないままでした
が、この時私たちは、阿蘇大橋が崩落したというこ
とをまだ知りませんでした。「たまたま連絡がつかな
いだけ―」。日が昇り朝６時ごろ、晃と中学・高校で
一緒にバスケットボールをしていた友達と保育園か
らの幼なじみの子が、晃と連絡がつかないと尋ねて
きてくれました。この時、阿蘇大橋が崩落したとい
うニュースが飛び込んできたのです。

誰にも、どこにも届かない声。ならば…

　すぐに地元の阿蘇警察署に相談に行きましたが、
管轄が違うから高森署に相談に行くようにと指示を
受けました。ちょうどその時に、友達を通じて連絡
が入りました。それは、晃が物資を届け、夜の１２時
くらいに熊本市内を出発したという情報でした。熊
本市内から約１時間。ちょうど大橋あたりを走って
いたのでは―。

ではありませんか。翌々日は、私と晃の共通のバス
ケ仲間達と捜索をすることになっていたので、この
方がメンバーと一緒に捜索に加わってくださること
になりました。
　本当に心強く、ありがたいことでしたが、現場の
すさまじさを知っている私たちには、他の方にけが
をさせてしまってはならないという不安が絶えずつ
きまとっていました。この捜索を続けてよいものか、
私たちも本当に悩みました。それでも「いくぞ！」
と声をかけてくださる方々、ニュースなどを見て温
かい言葉をかけてくださる方々、仕事の合間に立ち
寄ってくださる方々、「白川流域でこんなものを見つ
けたけれど」と、わざわざ電話をくださる方々の支
援が、どんなに私たちを支えてくれたか分かりませ
ん。

いくつもの偶然がつないだ奇跡

　２４日は、若い人たちが下流の白川河川敷を、私た
ちは登山愛好家６人とバスケメンバーの十数人で危
険を伴う黒川の河川敷に行きました。登山の技術が
ある方たちのサポートで、河川敷に下りるまで１時
間。はしごを下ろして、水に浸かりながらの作業で
した。捜索は、引き返す時間も見越しながら行う予
定でした。この日も見つからず引き返そうとした際、
一人で先の方を捜索してくださっている方がいたの
で、戻ってくるのを待っていたのです。すると、茂

みからその方が現れ私に近づき「たぶん晃君の車を
見つけました」と小声でささやくように伝えてこら
れました。
　私たちも現場に急ぎました。ただ、そこは河川敷
を歩いていけるようなところではありません。一度
山を登り、そこからまた下り、垂直に切り立った６
メートルくらいの崖を縄ばしごで降りなくてはなら
ないような場所です。あの時は、大きな木が倒れた
ところに、たまたま折れた青竹が重なっていて、そ
れを伝って川辺に下り、大きな岩の下になった車を
見つけてくださったのです。私たちだけでは到底た
どり着くことはできませんでした。あの日あの時間、
あのメンバーがいたことも奇跡ですし、梅雨の増水
で水の流れが変わり川面のせり出し方が変わったこ
と、２４日に捜索しようと設定したこと、前日に登山
愛好家の方に出会えたこと―。今となっては、この
偶然が引き寄せ合って、晃に会わせてくれたのだと
思います。

今でも、ふと帰って来るような気がします

　翌日、県に状況を報告し、引き上げをお願いしまし
た。そして８月９日、１０日、１１日の３日間の作業に決
まりました。作業が始まった時にふと頭をよぎった
のが、晃がシートベルトをせずに運転していたのを
見つけ、何度も注意したこと。大きな岩を動かして
車体が見つかったとしても、シートベルトをしてい

家族の思いが引き寄せた奇跡
自らの行動と言葉で訴える
災害支援の在り方への課題
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熊本地震で阿蘇大橋崩落の原因と
なった山腹崩壊により犠牲になった大
和晃さん（当時２２）の両親。
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なかったら、流されているかもしれない。「どうか、
ここにいてくれ」と願いながら見守るしかありませ
んでした。車体全てを引き上げることは難しく、運
転席部分を切り外しての引き上げとなりましたが、

「見つかりました」という報告を聞いた時は、もう言
葉になりませんでした。
　本震発生からすでに１３９日が過ぎていました。毎
日、自分たちで捜索を続けながら、関係機関にも捜
索の働き掛けをしなければならない。何の情報も得
られない状況で、メディアからの情報に頼るしかな
いという現実に心を打ちのめされる、あまりにも過
酷な日々でした。
　引き上げから４年半がたちましたが、私たちに
とってはついこないだの出来事のようです。いまだ
に夜、車のライトが光ると、晃が帰ってきたと思っ
てしまうのです。ある日突然目の前からいなくなっ
てしまったからでしょう。「時間がたてば…」と慰
めてくださる方もいますが、苦しみは癒えるもので
はなく、むしろ晃への想いは募るばかりです。この
どうにもならない気持ちを、自分の中でどう決着を
つけ、整理していくか―。どんなに時間がたとうと
も、子を想う親心に変わりはありません。

今もつながる支援者と家族の思い

　今回の地震では、多くの方から温かいお言葉をい
ただきました。晃の好きな花を学校に植えたいと熊
本市の白坪小から連絡があり、手掛かりにしていた
車と同じ黄色い花の咲くメランポジウムとキバナコ
スモスを植えていただきました。その頃から交流が
始まり、子どもたちに話をさせていただく機会を設
けていただきました。
　私自身、晃との時間があまり持てておらず、彼が
どんな考えを持ち、将来どんな夢を持っていたのか
分かっていませんでした。「いつでもできるから」と
思っていても、ある日突然、できなくなることもあ
る。普通に暮らせることがどれだけありがたく幸せ
なことか。家族とたくさん話をして、その一瞬一瞬

を大切にしてほしいと伝えています。
　また、捜索に関わってくださった方へのお礼に、
晃が蒔いた種もみから収穫した米を使ってお酒が造
れないだろうかと、高森町の山村酒造さまに相談し
ました。製法的には難しいとのことでしたが、「この
米で」という私たちの思いをくんでくださり、完成
しました。実は、私も晃もお酒はあまり飲まないの
で、晃と酒を酌み交わすのは正月ぐらいなものでし
た。もっといろんな話を聞いてあげていればよかっ
たと今は思います。

大きな課題残す、災害時の情報開示

　熊本地震が起きた中でいなくなった息子を探し出
したいけれど、情報が入ってこない現実があり、自
ら捜索を行うしかなかった家族がいるということ。
危険を伴う現場と分かっていても自分たちで動くし
かなかった事実を、私たちは伝え続ける必要がある
と思っています。
　甚大な災害の中での情報開示についてはさまざま
な課題もあると思いますが、災害支援についてはせ
めて対策会議に家族を加えていただきたいし、その
情報を共有できる体制を整えることで、家族も納得
できると思うのです。私たちはこのつらい思い、憤
り、理不尽さを自分たちの行動や言葉で訴えるしか
ないと思い、４年半を過ごしてきました。誰もがこ
のことに関心を持ち、今後の災害支援の在り方を検
証していただくきっかけになってくれることを願っ
ています。

大和卓也さん（奥）が見守る中、苗を植える白坪小の児童たち
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